
平成２１年度 府立緑風冠高等学校 学校評価報告書 
 

１ めざす学校像    ２ 本年度の教育目標 

 新しい時代を担う「英知」、自己も他者も大切にする豊かな｢人間性｣、自由な発想で

新しいことに取り組んでいこうとする｢創造性」、社会に積極的に参画し貢献していける

｢社会性｣を身につけた人間を育成する。 

 そのため、教職員全員が協働して、一人ひとりの生徒にきめ細かな指導に当たり、自

分の生き方を自分の意志と責任で切り拓く力を育む学校づくりをめざす。 

 １．学力の向上に取り組む。 

２．人権尊重の教育を推進する。 

３．魅力ある学校生活を創造する。 

４．地域との連携を推進する。 

５．きめ細かな生徒指導体制の確立を図る。 
 

３ 本年度の取組み計画及び自己評価 

領
域 具体的な取組み計画（成果指標）［平成２１年 ４月 記入］ 取組み状況の自己評価 今後 進めたい取組み 

(１) 

学
習
指
導
等 

①校内研究授業、相互授業参観、生徒による授業評価を実施し     
 て、教員相互の協議を活発に行い、常に授業改善に努める。 
②基礎学力向上のための補習を定期的に実施して、きめ細かく 指
導する。 
③進路実現に対応できる学力を身につけさせるための夏季講 
習・冬季講習及び希望者７限選択科目の充実を図る｡ 
④「総合的な学習の時間」と教科「情報」とが連携しながら、自ら
学び考える力、情報を検索・発信する力の育成を図る。 
⑤全教職員がＡＥＤの使用を含めた心肺蘇生法を行えるよう に、
講習会を実施する。 

①・相互授業参観の年2回実施、校内研究授業（初任者） 
②・１年基礎学力テストの実施と教科指導への活用 
 ・１年成績優秀者表彰、実力診断テストの年２回実施 
・考査直前補習 

③・英語弁論大会における活躍 
・総務部を軸とした夏季講習と冬季講習 

 ・特別非常勤講師を活用した特色ある授業 
④・学年と教科「情報」との連携（職業インタビュー、 

校外研修、オープンキャンパス） 
⑤・新型インフルエンザにより実施できなかった 

①・校内研究授業の定着 
・生徒による授業評価 

②・定期的な補習 
③・希望者７限選択科目の提示方法など 

を工夫して充実へ 
 ・英語検定の２年次実施 
④・学年と教科「情報」とのさらなる連 

携した授業 
⑤全教職員参加によるＡＥＤ使用など 
の心肺蘇生法講習会の実施 

(２) 

生
徒
指
導
等 

①教職員の共通理解のもと組織的に、公共のマナー・基本的生活習
慣（遅刻防止、服装・頭髪、授業規律、交通マナー、あいさつ）を
身につけさせるよう、生徒指導を推進する。 
②生徒の心のサインに適切に対応できるよう、スクールカウンセリ
ング・スーパーバイザー、精神科医を活用したり、中学校・家庭・
教育センター・子ども家庭センター等との連携を図ったりするなど
して、担任会議、学年連絡会、生徒相談委員会、養護教諭等が縦横
に連携し、全校的な教育相談体制の充実に努める。 
③放課後中心に、生徒と教職員とのコミュニケーションの充実 に
努めることにより、生徒一人ひとりの理解を深め、進路選 択や友
人関係の悩み等の相談に十分応じる。 
④支援を要する生徒に対して、人権尊重の視点に立った組織的 指
導に努める。 
⑤魅力ある学校生活の創造および豊かな人間関係づくりに向けた

指導の一環として、部活動、学校行事、生徒会活動のさらなる活性
化を図る。 

①・１年生７クラス８展開 
・補導件数の半減、カサ差し運転防止のためのレインコ
ート確認の上での自転車通学許可 

・携帯電話指導（学期が進むにつれて減少） 
②・担任会（養護教諭）情報交換による統一した指導 
③・カリキュラム見直しによる生徒の相談時間確保 
④・人権研修を年３回実施 
 ・２年車いすバスケットボール講演会の実施 
 ・１年性感染症学習 
 ・薬物乱用防止学習 
⑤・吹奏楽部のコンクール参加、学校行事での校歌演奏 
・バスケットボール部、体操部、バドミントン部の中学
校との合同練習 

・箏曲同好会の設立 
・卓球部の近畿大会出場 
・美術部、美術エリアのコンクール等での優秀賞および
奨励賞受賞 

・生徒会による中学生に対する学校説明 
・生徒保健委員によるプレゼンテーション（部活動安全
講習会、保健研究発表会） 

 ・宿泊オリエンテーションおよび耐寒行事の継続実施 
 ・交換留学生の受け入れ 

・運動部員対象のメンタル講習会およびテーピング講習
会の実施 

②・支援を要する生徒個々の支援委員会 
・学級担任を支援する体制づくり 

⑤・生徒会執行部の活性化 
・部活動の部員増による活性化 

(３) 

学
校
運
営
等 

①将来構想委員会が機動的に動き、校内各組織が活性化し、生徒の
課題・保護者のニーズに応じた学校運営における取り組みを推進す
る。 
 ⅰ)校内研究授業、相互授業参観、生徒による授業評価を実施し、
教員相互の協議を活発に行い、授業改善に努める。 
 ⅱ)進路実現に対応できる学力を身につけさせる取り組みを 推
進する。 等々 
②地域に対するボランティア、スポーツ、文化などの活動をとおし
て地域に貢献する活動を推進する。 
③学校のホームページについて､最新の情報を発信するよう適宜更
新を行い､中学生や保護者のニーズに対応した教育情報の掲載に努
める。併せて､携帯電話による学校のホームページについても､保護
者のニーズに対応した情報の掲載に努める。 
④学校教育自己診断の結果を学校ホームページ等で公表して、その
結果と学校協議会の提言を踏まえて、自主的な学校運営改善を進め
る。 
⑤中学校を訪問しての学校説明や本校での学校説明会等において、
中学生の進路希望、興味・関心、部活動指向等に応じた進路選択が
できるように、普通科総合選択制の本校の特色ある取り組みの周知
に努める。 

①・中高地域連携委員会およびスタップ委員会の組織 
改編 

 ・教育課程の見直し 
 ・後援会および同窓会の設立 
 ・ＰＴＡ組織の改編 
 ・３年保護者対象の進路説明会 
 ・朝の予鈴時の校歌放送 
②・スマトラおよびハイチ地震義援金 
③・学校ＨＰ：毎日の日誌による近況報告、ほぼ毎日 

更新 
④・普通科総合選択制アンケートの継続実施、エリア 

ごとの分析、成果と課題の明確化 
⑤・年３回の中学生対象の学校説明会を実施 
・普通科総合選択制合同説明会の実施 
・年３回の緑風冠ニュースの発行 
・年３回の中学校訪問 
・１年生クラス編成のための中学校訪問の実施 

①・後期選抜への対応 
・教員配置の適正化 
・校務用ＰＣの活用（研修の充実） 

②・ＰＴＡ土曜市民講座の地域への開放 
③・緊急時の連絡方法の検討（例 メー 

ルマガジン） 
④・エリア独自の取り組みの推進 
・エリア長による学校説明会における 
エリア説明 

⑤・中学２年生対象の学校説明会の実施 
・保護者対象、中学校教員対象の学校説明

会の実施 
・中学生の部活動体験入部の充実 
・中学校訪問を学校全体で実施 

(４)
追
加
項
目 

   

 
４ 学校教育自己診断における結果と分析 
［ 平成 ２０年 １０月 実施分 ］ 

５ 学校協議会における提言内容 

＊実施対象（ 教職員 ・ 生徒 ・ 保護者 ・ その他 ） 

教職員 ①学習指導における教材の精選・工夫について、94.7%が肯定的に評価している。 

    ②組織的な生徒指導体制については、89.5%が肯定的に評価している。 

    ③教育相談体制については、94.7%が肯定的に評価している。 

生 徒 ①進路実現のために必要な学力について、身についていると肯定的に評価してい 

     るのは35.7%と低いが､3年生の肯定的評価は50.2%と1年次より20%増加した｡ 

     この向上が課題。 

    ②進路希望に応じたエリアや科目が設定されていると、71.5％が肯定的に評価。     

    ③学校の規則を守っていると、72.4%が肯定的に答えている。 

    ④教職員は悩みや相談に親身に応じてくれると肯定的に評価しているのは、1･2年 

     生は42.4%と低いが、3年生は58.6％が肯定的に評価している。この向上が課題。 

保護者  

 

＊実施日 第１回（3月26日 ）第２回（     ）第３回（     ） 

＊委員構成  

木村 忠雄（大学教授）斎藤 政隆（中学校長）山本 峰義（弁護士） 

宇都 博章（大東高校同窓会長）中村 弘子（大東市教育委員会） 

宇都宮 明実（PTA代表） 

＊ 内 容 

・基本的生活習慣を確立するための取り組みの継続 

・進路実現に向けた学力向上のための方策（土曜授業など） 

・本校の特色ある取り組みを周知するための学校ＨＰを中心とした広報活動の充実 

・学校生活を豊かにするための部活動活性化、特に部活動指導者の充実 

 

（様式） 府立緑風冠高等学校 

平成２２年３月３１日  


